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詳しい内容については、次にお問い合わせ下さい。

道総研酪農試験場　酪農研究部　乳牛グループ　小山　　毅

電話（0153）72ー2004　FAX（0153）73ー5329

E-mail：koyama-takeshi@hro.or.jp

表１　牛群の305日乳量と周産期の健康指標との関係

1) 分娩後56日以内、2）同乳用売却以外の除籍、3）分娩後56日以内の初回検定時乳脂肪率≧5.0％、
4）同リニアスコア≧5、5）分娩後56日以内の治療

健康指標 偏回帰係数 標準誤差 P値

死廃1)割合（％） -66.7 14.5 <0.01

除籍2)割合（％） 50.0 11.7 <0.01

死産割合（％） 33.8 10.9 <0.01

双子割合 41.3 22.0 0.06

乳脂肪率異常3)割合（％） 12.4 5.1 <0.05

リニアスコア4)異常割合（％） -35.3 68.6 <0.01

第四胃変位治療5)割合 63.7 12.6 <0.01

ケトーシス治療5)割合 18.9 7.2 <0.01

図１　周産期における死廃関連要因とその関係

個体観察＆牛群の発生割合も注意（乳検、Web閲覧可）

個体観察＆牛群の発生割合も注意（乳検、Web閲覧不可）

個体観察（目視、診療データ）

1) 肥満度；1（痩）～5（太）。基準はBCS 2.75~3.25
2）蹄～飛節の75％以上が糞で覆われている
3）起立時に背が湾曲
4）飼料摂取状態；1（食べてない）～5（食べてる）
5）飛節の傷の程度；1（なし）～5（酷い傷）

＊各矢印上の数値はハザード比（分娩後）またはオッズ比（乾乳
～分娩まで）。事象の発生確率の比率を意味する。
例）跛行スコア≧3の場合、≦2と比較して乳熱発生確率が2.0倍。

死産は牛個体においては死廃との関係が不明瞭だが、
牛群の発生割合では関係が認められた。

図２　営農情報を活用した周産期の飼養管理モニタリングの考え方

1）例えば繁殖Web_DLにおいて自分の農場の発生割合が悪い方に位置する場合。
2）第四胃変位；5％、産褥熱；6％、乳熱；9％（調査農場における発生割合の中央値）、繁殖Web_DLで確認できる項目は " 要改善
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【繁殖Web_DLで牛群をモニター】

【乾乳牛の観察を行う】

過肥（BCS≧3.75）である

スタート

【産褥牛への監視を強化】

・体温測定の実施

・悪露性状の監視

・腹部の凹みの有無を監視 第四胃変位、乳成分異常、

ケトーシスが多い2）。

異常牛の早期発見・治療

に努める。
産褥熱、死産、乳熱が

多い2）。

①最優先に実施

分娩場所の環境未整備

・飼養密度の緩和

・分娩前移動回数の削減

・肢蹄の治療を行う。

・敷料を投入する。

・搾乳牛の群分け見直し

・搾乳牛の栄養設計見直し

・搾乳牛の繁殖管理の見直し

②問題点の整理を行う

③予防のための対処を行う

【牛群検定、診療データ活用】

牛体が汚れている（HGS≧4）

観察頻度：週1回程度

飼料摂取状態が悪い（RFS≦2）

観察頻度：週1回程度

観察頻度：毎日

観察時期：乾乳時

【飼養管理の見直し】
*これらの事象が発生した牛は分娩後の監視強化。

肢蹄に問題がある
（跛行スコア≧3、飛節スコア≧3）

・牛床・パドックの整備

・牛床・パドックの整備

・床が滑らない様にする。
*牛群に問題が無くても恒常的に実施。

・肢蹄の状態を調べる。




